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要　ࢫ　長時間࿑働は、೑体的・ਫ਼ਆ的なෛՙを教員にかける大きな問題であり、働き方をݟ直すඞ要ੑ
に迫られている。著者ࣗ਎が実施した取り組みを۩体的に紹介する中でߟ察し、実践の൚用ੑとその理念
について論͡る。たͩۈ຿時間をݮらすͩけではॲ理されない業຿について、スクール・サϙート・ス
タッフの活用などによる࢓事の効཰化と、子どものために࢖える時間など教ࢣの職ೳ成長にෆՄܽな時間
の֬保とを連動した提案を検討した。

Ωʔϫʔυ　働き方改革　人खෆ଍　教員のҙࣝ改革　時間外ۈ຿時間　ライフ・ワークバランス

ᶗɽॹݴ
　2016年ࠒ「教員の長時間࿑働」がマスίϛで取り上
͛られるようになり、「教員の過࿑ࢮ」が問題になͬ
た。それまでも、体ௐのෆ安をૌえる教員はいたし、
ච者ࣗ਎も健߁面にෆ安を͡ײた時ظはあͬた。しか
し、そのような教員の過ࠅな࿑働ঢ়況がマスίϛに取
り上͛られることはなく、学校現場では「教員は੟職
である」を合言༿に਎をคにして働く日ʑがଓいた。
　2016年のౙ、ಥવ上司から「ૣくؼるように」ຖ日
のように言Θれるようになͬた。ಥવ言Θれて戸࿭ͬ
た記Աがある。౰時、ۙྡの学校では「リフϨッγϡ
σイ」や「ノー残業σイ」というωーϛングでૣくؼ
る日が設定されている、という৘報がච者のࣖにも
入ͬていた。いࣗ͟分の学校で؅理職から「ૣくؼる
ように」指導された際の教員の൓Ԡは、「ૣくؼれと
言Θれても、࢓事をݮらしてくれないとؼれない。」

れ、と言うͩけでԿのखཱてもしてくれなؼれؼ」
い。」というෆຬの੠が大きかͬた。そのため、౰時

ච者がۈめていた学校では働き方改革はਐまなかͬた。
　2017年にҟ動した学校（以下B小学校）でも、教員
は஗くまで働いていた。Ոఉのあるঁੑ教員も21時、
22時まで学校にいた。20時ࠒまで教ࣨで子どものノー
ト等をݟて、職員ࣨにͬؼてདྷて教材研究をしたり校
຿分ঠに取り組Μͩりするというのが常ͩͬた。その
ような教員ほど౔日も学校にདྷて࢓事をしていた。౰
時の؅理職は「働き方改革」をਐめようとしていたが、
えた。「20時までにݟうようにਐΜでいないようにࢥ
はୀۈする」ようにଅし、最後まで職員ࣨに残ͬてい
たϝンバーの名前をノートに記入してからؼる、とい
うルールが課された。20時までにはୀۈしようとする
姿はݟられるようになͬたが、ऴΘらない࢓事は࣋ͪ
事をՈで行う࢓ていたため、職員ࣨで行ͬていたͬؼ
ようになͬたͩけであͬた。
　ୀۈ時間を設定するͩけでは働き方改革をਐめる事
はできない。そこで、S校長を中৺にB小学校全体で
取り組Μͩのが以下の実践である。
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ᶘɽ#খ学ߍʹ͓͚Δʮಇ͖ํվֵʯͷ۩ମతऔ
Γ૊Έ

　B小学校は、ྺ࢙৭香るԺやかな校෩の中規໛校
（児童数544名・学ڃ数22・教員数38名）である。地域
の教育に対する関৺は高く、学校教育にも協ྗ的であ
る。ͩからこそ働き方改革がਐめられたのかもしれな
いが、地域とີணしているからこそ、そこに教員の時
間外ۈ຿がඅやされているଆ面もあͬた。
　౰時の校長（以下S校長とする）には働き方改革を
ਐめるためのビδϣンがあͬた。౰時B小学校でも教
員の長時間外ۈ຿と教員の健߁面へのෆ安が課題と
なͬていた。S校長は、所属教員のことを常に気にか
けていた。「長く働いていたら、いつか౗れてしまう」

「গしٳまないと৺਎の健߁にྑくない」それが口บ
のようにච者にはฉこえた。そのため、࢓事をೋの次
にしてでも教員の体を守りたいという৴念があͬた。
しかし、教育の࣭はམとしたくない。「ྔより࣭」を
合言༿に、ී段の授業以外に教員が時間外ۈ຿を行Θ
なくても教育の࣭を高められることを実証したいとい
うビδϣンがあͬた。そのビδϣンをୡ成するために
。にਐめた「働き方改革」について۩体的にड़΂るڞ

̍　ʮ学ͼͷࢧԉୂ஫̍ɾٴͼεΫʔϧɾαϙʔτɾε
λοϑʢSSSʣ஫̎ʯͷ׆༻

ද̍　จ෦Պ学লʮ教ࢣෆ଍ʯʹؔ͢Δ実ଶௐࠪྩ࿨
̐年݄̍ΑΓൈਮ

「教ࢣෆ଍」のঢ়況（５月１日時点）
学校に഑ஔ
されている
教ࢣの数（A）

学校に഑౰
されている
定数（B）

ෆ଍（C） ෆ଍཰
（C/B）

小学校 379598 380198 979 0.26�
中学校 218504 219123 722 0.33�
高等学校 159688 159837 159 0.10�
特別支援学校 78474 78632 205 0.26�
合ܭ 836264 837790 2065 0.25�

全体の
学校数（D）

教ࢣෆ଍が
生͡ている
学校数（E）

ׂ合
（E/D）

小学校 18991 794 4.20�
中学校 9324 556 6.00�
高等学校 3502 121 3.50�
特別支援学校 1086 120 11.00�
合ܭ 32903 1591 4.80�

　表１は、令和４年１月に報告された文部科学লの
「教ࢣෆ଍」に関する実ଶௐ査からൈਮしたものであ
る。これによると、令和３年５月１日時点での֤教育
ҕ員会における小学校の「教員ෆ଍」人数の合ܭは
979人で0.26�、学校数でݟれ͹794校と記されている。

ද̎　จ෦Պ学ল　ྩ࿨̏年౓ެཱ学ߍ教員࠾༻બ
ΑΓൈਮگঢ়ࢪͷ実ݧࢼߟ

受験者数、採用者数、ڝ૪཰（採用ഒ཰）

受験者数 採用者数 ૪཰ڝ
（採用ഒ཰）

小学校 43448 16440 2.6
中学校 44105 10049 4.4
高等学校 26163 3956 6.6
特別支援学校 9696 3102 3.1
ཆޢ教་ 9239 1319 7
栄ཆ教་ 1616 201 8
ܭ 134267 35067 3.8

　しかし、実際の教員採用ࢼ験のഒ཰は上にࣔした通
りかなりݫしいものになͬており、「教ࢣෆ଍」の原
因は「ࢤ望者のෆ଍」ではなく、「教員定数のগなさ」
にあるのではないかとࢲはߟえている。香川ݝではݝ
独ࣗの༧ࢉでՃ഑教員をॆてているものの、まͩまͩ
現場は人खෆ଍である。
　「ブラックである教職にັྗを͡ײず、ए者が教員
になりたがらない」という話をࣖにすることがある
が、「教員になりたい」という೤いࢥいで教員採用ࢼ
験対ࡦに日ʑ取り組Μでいる学生やࢣߨはたくさΜい
る。しかし、なかなか合֨できないのが実৘である。
上ड़したように、日本の教育੍౓として、１クラスに
２人഑ஔできるくらい教員を採用してもらえれ͹「働
き方改革」は一気にਐむͩろう。ࠓの࢓事ྔを２人で
行え͹、୯純にߟえても࢓事ྔは൒分になりෛ୲はܰ
られた教員数の中であれͩけの業຿を行ݶ。されるݮ
うことにそもそもແ理があるとච者はߟえている。し
かし、その点がす͙に改ળされるはずもなく、その定
員数でやるしかない。さらに、それはその定員の教員
が全員元気にຖ日࢓事にདྷるという前提があͬてのこ
とである。教員がපٳに入ͬたり、࢈育ٳに入ͬたり
する場合は「ࢣߨ」がその教員の代ସとなる。しかし、

つからないݟが「ࢣߨ」。体がෆ଍しているࣗ「ࢣߨ」
と、ٳみに入ͬた教員の࢓事を学校内に在੶している
教員の誰かが੥けෛうことになる。そこで、「学びの
支援ୂ」や「SSS（スクール・サϙート・スタッフ）」等

－28－



のࢲたͪの࢓事を支援してくれる人を୳すことになる。
　「学びの支援ୂ」をおئいしたのは、ච者がॳ೚者
としてෝ೚した学校で、౰時６年ஂの学年ओ೚をして
いた人であͬた。高学年୲೚の経験が๛෋で、子ども
ୡにدりఴえるԹかい教員ͩͬた。
　「SSS」をおئいしたのは、ච者が以前ۈめていた
学校で、ࢣߨのཱ場で෭୲೚ͩͬた人である。౰時か
らICTثػにڧく、ػցにऑいච者は大変ॿかͬてい
た。しかもػసがརく上に人ฑもྑく、たまたま出
会ͬた時に「SSS」の話をすると「࢓事を୳している
ところͩͬた」ということでおئいすることになͬた。
　このようなԑで人खෆ଍が多গは解ফされることにな
り、教員のෛ୲はগなからずܰݮされることになͬた。
　「学びの支援ୂ」の࢓事は、特別な支援を要する児
童のݸ別対Ԡͩͬたり、保健ࣨొ校の児童の学習ิॿ
ͩͬたりと、ओで教えることはできないがิࠤの࢓事
は頼むことができた。学ڃ経Ӧの経験が๛෋ͩͬたの
で、ؙ付けや教材づくりもख際よくこなしていた。੍
౓的に、月に数ճしかདྷ校できなかͬたが、「学びの
支援ୂ」にิࠤしてほしいとਃし出る教員はたくさΜ
いた。
　「SSS」のଘ在は、さらに教員の業຿ܰݮに໾ཱͬ
た。िに19時間までのۈ຿であるため、１日４時間程
౓しかۈ຿できないが、教員がプリントྨやखࢴ等を
印刷するख間はほとΜどなくなͬた。2018年౓の４
月、教಄になͬた͹かりで要領もΘからないච者は、
４月഑෍のプリントを印刷しても印刷してもऴΘら
ず、一日中印刷し、やͬとऴΘͬたとͬࢥたらصの上
にはファイルが山ੵみになͬていてٽきそうになͬた
ことを֮えている。ච者以外の教員も、放課後など印
刷ػの取り合いͩͬたのが、日中に「SSS」が印刷を
行ͬてくれるため、放課後の時間を教材研究にあてら
れるようになͬた。B小学校では、「SSS」におئいし
たい࢓事をϝϞに書いて「SSS」のص上にஔいておく
という方法をとͬていたため、日中直઀会えない୲೚
も࢓事を頼めた。「SSS」も、ࢣߨ経験があり学校の
༷子がྑくΘかͬているため、印刷ͩけでなく、教材
づくり、ؙ付け、事຿のิࠤと「SSS」ができる࢓事
はۈ຿時間いͬͺいख際よくこなしていた。

̎　์՝ޙͷࣗ༝࣌ؒͷ֬อ
　子どもୡがͬؼた後の放課後の時間は、教員にとͬ
て教材研究をしたり事຿作業をしたりするための大੾
な時間である。S校長は、「放課後の時間を３時間֬

保すれ͹19時にはؼれるͩろう」とߟえていた。そこ
で、その「放課後３時間」を生み出すためにओに３つ
の方法を行ͬた。
ᶃ　16時以߱は会議を行Θない
　まずは、ओ೚クラスの教員のみが集まͬて行う運Ӧ
ҕ員会をແくした。そして、職員会議も16時までにऴ
Θらͤるよう、クラブやҕ員会のないਫ༵日の15時か
ら行ͬた。なかなか１時間ではऴΘらない職員会議で
あるが、޻෉をして１時間でऴΘるようにした。それ
が以下の３点である。
・職員会議で話すのは、事前に؅理職にى案した議題

のみとする。
・प知事項はパιίン上（T-ίンパス）の「お知らͤ」

で行う。
・時間がԡしている場合は、最後の؅理職の話でௐ੔

する。
　それまでは、一人ͻとりの教員が長ʑとઆ໌するた
めに、集中ྗの੾れる教員もݟられたが、とにかく大
事なことͩけを఻え、後はࣗ分でパιίンの「お知ら
ͤ」を֬認するඞ要があるため、ฉきಀすまいとみΜ
ながਅ݋に職員会議にࢀՃするようになͬた。
ᶄ　ਫӭ࿅習、཮上࿅習は17時でऴྃ
　教಄になる前にS校長にฉかれたことがある。
　「ઌ生は、ౙはૣくؼれるのですͶ。それはなͥで
すかʁ」
　「それは、放課後のਫӭと཮上の࿅習がないからで
す。」
　「そΜなにҧいますかʁ」
　「全વҧいます。」
と、こΜな会話をした記Աがある。ච者は体育をઐ門
教科としていたため、放課後にਫӭと཮上の࿅習があ
る６月から11月は時間外ۈ຿時間が長くなる܏向に
あͬた。高学年を୲೚していた時など、ؼりの会が16
時にऴΘͬて、そのまます͙にプールや運動場に直行
し、18時ۙくまで指導していた。職員ࣨに戻ͬたら18
時൒である。それから、教ࣨにͬؼてؙ付けをし、教
ࣨの૟除をし、職員ࣨにͬؼてཌ日の授業४උをし、
校຿分ঠをย付けて、となると19時にؼれるはずがな
かͬた。学年ओ೚や現教ओ೚のཱ場にあͬた時は、ほ
とΜどຖ日20時以߱にୀۈしていた。それでも、でき
るͩけૣくؼ୐して൩ޚ൧を作ろうと৺ֻけ、ٳみ時
間にؙ付けや教ࣨ掲ࣔを行うようになͬた。その݁
果、एいころに৺ֻけていた、子どもୡと遊Ϳ時間を
大੾にするというࢥいはແくなͬていͬた。
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　そΜなච者の話をฉいてか、S校長はਫӭと཮上の
࿅習を17時にऴΘらͤるように໋͡た。実際に17時に
ऴΘるとなると、࿅習できるのは実࣭１時間ऑになͬ
てしまい、෺଍りなさを͡ײた。ே࿅も、子どもୡが
ࣗओ的に行う場合以外はしてはいけないことになͬ
た。「こΜな࿅習ྔでは大会で入৆できない」とͬࢥ
たが、放課後に࢓事をする時間が֬保されたのは事実
で、ૣくؼれるようになͬた。しかも、ڻいたことに
大会の成੷も前年౓よりもྑかͬた。「ྔより࣭」を
実ײした。やりす͗ると、子どもୡもർれるのであ
る。子どもୡにとͬても教員にとͬてもྑい݁果と
なͬた。
ᶅ　「ि時程」の変ߋ
　教員向けの学校ධՁの݁果、「ૣくؼりたくても࢓
事をする時間がない」、特に高学年の教員からは「16
時に子どもୡが下校して、あと30分でどうやͬて࢓事
をࡁまͤろというのか。ૣくؼれと言うなら、その分
ࢥ事をする時間を֬保してほしい」といͬた੾実な࢓
いがฉこえてきた。そこで、S校長が取り組Μͩのは

「ि時程」の変ߋである。

　変ߋ前のि時程は、４年生以上は木༵日を除いて６
時間授業であるため、児童の下校は16時となる。教員
のۈ຿時間は16時൒までͩが、残り30分でཌ日の授業
४උやら校຿分ঠをࡁますことはかなり೉しい。།一
15時に下校する木༵日も、ほぼその後に現職教育が
入ͬており、教員ࣗ਎の࢓事にॆてることはできな
い。研究授業が入ͬている時などは、ऴΘりがۈ຿時
間の16時൒を過͗てしまうこともよくある。そこで、
改ળしたのが以下の新しいि時程である。

ਤ̍　มߋલͷि࣌ఔ

　ओな変ߋ点は以下の２点である。
・木༵日と༵ۚ日のேの活動とਗ਼૟の時間をແくすこ

とで、６時間授業を実施し15時には下校できるよう
にした。

・木༵日を６時間授業にすることで月༵日を５時間授
業とし（総時間数の関܎）、िॳめの月༵日の15時
下校を実施。

１点目においては、༵ۚ日も15時に下校できるとい
うことで、ि຤を༕ᓔに͡ײている児童には、後１日
ுろうというྭみになͬたようͩ。また、児童が15ؤ
時に下校した後を「マイスタσィ」という名のิ習に
ॆてることができ、日ࠒから学習の஗れが気になͬて
いる児童や、ૣくͬؼても保ޢ者がډないためཹ守Ո
ఉになͬてしまう児童にも対Ԡすることができ、保ޢ
者のධ൑もྑかͬた。
　さらに、２点目においてはච者がB小学校をͬڈた
後に実現されたことͩが、木༵日を６時間授業にした
ことで、月༵日の６時間目をカットしてもࢉܭ上総授
業時間数が֬保できるのではないかとߟえ、िॳめの
月༵日を５時間授業にしたようである。この点につい
ても、ಉ྅からฉいた話ͩが児童や保ޢ者との日常会
話から͡ײた程౓ではあるが޷ධとのことͩͬた。ま
た、教員もिॳめの月༵日に児童が15時には下校する
ことで、౔日の॓題をΏͬくりݟたり一ि間分の教材
研究をしたりと༨༟ある一ि間をスタートできるよう
になͬたようͩ。
　しかし、課題もあͬた。２日間ਗ਼૟の時間をカット

ਤ̎　มޙߋͷि࣌ఔ
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　S校長は、教員全員の時間外ۈ຿時間を೺Ѳしてい
た。2018年４月にIC　タイムカードが導入されてか
ら、時間外ۈ຿の実ଶがす͙にΘかるようになͬてい
た。S校長は、「時間ແ੍ݶで໓ࢲไ公的に働くこと
をよし」とするҙࣝから「ݶられた時間の中で、児童
の知・ಙ・体を৳͹す」ことを教員のୡ成目ඪに掲͛、
業຿改ળを通して、時間外ۈ຿の削ݮに取り組Μͩ。
学校全体、及びݸ別教員の時間外ۈ຿の特௃や܏向を
このσータから୳り、۩体的な業຿改ળに݁びつけて
いͬた。そして、教員の働き方改革として以下の数஋
目ඪとその数஋目ඪをୡ成するための۩体的方ࡦをଧ
ͪ出した。

「教員の働き方改革」（S校長提ڙ資料より）
（１）数஋目ඪ（時間外ۈ຿）

ද̏　਺஋໨ඪ
ステップ１ 月80時間超̌名
ステップ２ 月45時間超12名（37.5ˋ以下）
ステップ３ 月45時間超全員年６ճまで

（２）数஋目ඪをୡ成するための۩体的方ࡦ
　ᶃ　出ୀۈ日報を活用してઌのݟ通しを࣋たͤ、ࣗ

らタイムマωδϝントをする教員を育てる。
　ᶄ　７時15分以߱出18、ۈ時40分以前ୀۈ、ि１ճ

以上18時よりૣくୀۈ等の残業規੍でワーク・
ライフバランスをਤる。

　ᶅ　ि３ճ15時下校をՄೳとしたि時程等で月໿４
時間以上の時間外ۈ຿削ݮ

　・月１ճ以上のਫの５時間授業（６時間授業の際は
クラブ・ҕ員会活動を実施）

　・職員会議はਫの15時ʙ15時45分でݻ定（年６ճ、
木の校内外研修（年24ճ）、マイスタσィ（ิॆ
学習）はۚ15時ʙ30分間（年19ճ）

　・４月の校外学習をഇࢭし、ۙྡ公Ԃでのॎׂり活
動２時間に削ݮかつ全学年希望੍のՈఉ๚問

　・３ճ֤６日間の放課後には行事や会合を一੾入れ
ない成੷ॲ理ظ間の実施

　・６月の放課後ਫӭ指導を取りやめ、７月のӭྗに
課題のある児童へのਫӭマイスタ３ճ（１年生は
２ճ実施）

　・問題数とテスト時間を削ݮした夏ٳみ໌けテスト
とౙٳみテストのഇࢭ

　ᶆ　組織としての࢓事の取組み方を変え、࢓事の効

すると校内はかなりԚれていた。S校長は「னٳみͩ
けはઈ対֬保する」と言うߟえͩͬた。むしろ「30分
のனٳみを40分にしたい」とߟえていた。一౓実施し
てみたが、外で遊Μでいた児童も教員も೤中঱になり
かけ、教ࣨで過ごしていた児童も時間を࣋て༨し、ன
みは30分でͪΐうどよいという݁論になͬた。それٳ
͙らい「னٳみを子どもୡからୣいたくない」という
みをカットするのではなくٳかͬたため、னڧいがࢥ
ਗ਼૟の時間をカットすることになͬた。ਗ਼૟の時間を
ແくすことで校内はԚれたが、ேのボランティア活動
を༵ۚ日に設定することでগしはਗ਼૟をする時間を֬
保することができた。それでも、月༵日に学校にདྷた
時のԚれはͻどかͬた。しかし、それをݟた児童や教
員がࣗओ的にਗ਼૟するようになͬた。「ਗ਼૟の時間ͩ
から૟除する」ではなく、「きれいなڥ؀で活動した
いから૟除する」という本དྷの目的でਗ਼૟活動に取り
組むきͬかけになͬたようにࢥえた。
　このि時程の変ߋには、౰時の教຿ओ೚が大きく関
Θͬている。S校長とԿ౓も協議をॏͶ、このि時程
を実現した。

̏　教員ͷҙࣝվֵ
　大多数の教員は、஗くまで೤৺に教材研究をしたり
子どもの表現෺をݟたりするのがྑい教員であると৴
͡ているように͡ײる。実際、೤৺に教材研究をした
り子どもの表現෺をݟたりするのはྑい教員である
が、「஗くまで」というのが問題である。たくさΜの
校຿分ঠを๊えていたとしても、子育てや介ޢに௥Θ
れ、学校の࢓事をख際よくऴえてૣくؼ୐している教
員もいる。しかし、それらの教員が「いつもあの人は
ૣくؼる」「大事な話をしようとしてもいつもいない」
といͬた目でݟられているという実৘もある。その൓
面、஗くまで学校に残ͬてはいるけれども、؅理職の
目からݟれ͹「いͬたいԿの࢓事をしているのか」「お
しΌ΂りを൒分にすれ͹もͬとૣくؼれるのではない
か」と͡ײるような教員もいる。よͬて、ච者は؅理
職というཱ場から「h ஗くまで残ͬている教員 がɦh ༏
लな教員ʱではない」ということを教員ࣗ਎に఻えた
かͬた。そのためには、ච者ࣗ਎もૣくؼることがඞ
要ͩͬた。「教಄は࢓事が山のようにあるから」とい
うのを言い༁にするΘけにはいかなかͬた。ච者は、
ܺをݟつけてはࡶ຿をย付けたし、提出෺もできるͩ
けૣく提出した。後ճしにするという習׳がなくなͬ
たのはその時からͩ。
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཰化をਤる。
　・ळの放課後཮上࿅習時間（10分୹ॖ）、࿅習ճ数

（３ճ削ݮ）とඞ要最小ݶのྠ番੍の指導
　・クラブの実施ճ数２ճݮらして年８ճ実施、ධՁ

も２ճを１ճに削ݮするなどධՁのݟ直し
　・スクール・サϙート・スタッフの活用のほか、開

࢝・ऴྃ時ࠁを໌記したܭը、ظ間ݫ守、ܺ間時
間の活用等で授業にઐ念

　この数஋目ඪと۩体的方ࡦを受け、働き方改革は
Ճ速した。
　まずは、時間外ۈ຿時間80時間超の教員を10名以下
に、それがୡ成できれ͹ݶりなく̌名にۙづける。い
きなり45時間が目ඪになるとݫしいので、次は60時間
以内を目ඪにとスϞールステップで目ඪをཱて実現し
た。１か月に平20ۉ日ۈ຿するとして、80時間なら１
日の時間外ۈ຿時間は４時間、60時間なら３時間であ
る。１日３時間にऩめるには、７時൒に出ۈすると19
時にはୀிしなけれ͹ならない。ߟࠓえれ͹、７時൒
出ۈの19時ୀிはそれほど೉しいことではないが、౰
時は「大変」という印৅ͩͬた。S校長は、目ඪを超
えそうな教員には、教಄も例外とͤずૣくؼるよう੠
をかけた。ච者が「Կか問題がىこͬたらどうするの
ですかʁ؅理職が残ͬていないとࠔることもىこͬて
くるとࢥいますが」と言うと「؅理職は３人もいるの
ͩから、その内の誰か１人が残れ͹よい。３人とも
残ͬているඞ要はない」という返౴ͩͬた。
　そこで、ච者はܺ間時間に集中して࢓事をย付ける
よう౒ྗした。しかし、その際に１つ৺がけたことが
ある。それは、いくらࣗ分の࢓事があͬても、教員や
子どもୡ、保ޢ者や地域の人を༏ઌさͤることであ
る。教員からॿけをٻめられれ͹す͙にかけつけた
し、放課後૬ஊにདྷた教員の話にはඞずパιίンのख

をࢭめて話をฉくよう৺がけた。地域の人がདྷれ͹、
཰ઌして੮をཱͬて対Ԡし、お஡を入れて࣋ͬて行ͬ
た。保ޢ者の姿がݟえれ͹いͪૣく੮をཱͪসإで対
Ԡした。そうでないと「ࣗ分の࢓事さえしていれ͹い
いのͩから、それはૣくؼれるͩろう」と言Θれてし
まう。電話にも一番に出るように৺がけた。生ె指導
上の問題がىきた場合は、す͙に対Ԡできるように職
員ࣨで଴ػした。
　ච者の働き方にײڞしてくれたのか、大多数の教員
は、効཰よく࢓事をしてૣくؼるようになͬた。
　令和元年౓のσータが１月までしかແかͬたため、
４月から１月までのσータでൺֱしている。݁果とし
ては次の４点で改ળがݟられた。
　まず平成30年౓と令和元年౓をൺֱすると４月から
１月までで2778時間、時間外ۈ຿が削ݮされたことに
なる。対৅となͬた教員が31名のため、１人౰たり89
時間、１か月あたり１人໿９時間の削ݮとなる。１日
あたりにすると໿30分の時間外ۈ຿削ݮになͬたこと

ද̐　ฏ੒30年౓ͱྩ࿨ݩ年౓ͷ࣌ؒ֎ۈ຿࣌ؒͷൺֱʢSߍ長ఏࢿڙྉΑΓʣ
月別総時間外ۈ຿等ൺֱ表（R２年౓にS校長作成資料より）ˎ୯Ґは時間

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 総ܭ
H30 総時間外ۈ຿（時間） 1599 1825 1832 1135 445 1420 1803 1459 1006 1023 13547
R1 総時間外ۈ຿（時間） 1401 1333 1322 980 306 1154 1241 1174 890 968 10769
削ݮ཰ 12� 27� 28� 14� 31� 19� 31� 20� 12� ５ˋ 14�
H30 80時間超人数 ２ ２ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ４
R1 80時間超人数 ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌
H30 45時間超人数 22 22 26 ５ ̌ 20 24 20 12 ３
R1 45時間超人数 12 11 ８ ̌ ̌ ̌ ５ ３ ̌ ̌
H30 最ऴୀۈ時ࠁ平ۉ 20：38 20：18 20：17 19：44 19：30 19：36 19：48 19：25 18：56
R1 最ऴୀۈ時ࠁ平ۉ 19：15 19：10 19：04 19：08 18：45 18：58 18：50 18：34 18：47

ද̑　ྩ࿨ݩ年౓ ݄45࣌ؒӽ͑ਓ਺
月45h超ճ数

６ճ ̌人
５ճ ２人
４ճ １人
３ճ ４人
２ճ ４人
１ճ ５人
̌ճ 15人
ܭ 31人

注：１月຤現在
（S校長ௐ΂）
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になる。
　S校長が目ඪに掲͛ていた「月80時間超̌名」ͩが、
H30には４月５月に２名ずついたのが、R1には年間通
して̌名になͬている。
　もう１つの目ඪである「月45時間超12名（37.5ˋ）
以下、月45時間超全員６ճまで」もR1には４月には
12名いたが、５月以߱は12名を超えた月はない。「月
45時間超全員年６ճまで」という目ඪも左の表からΘ
かるようにୡ成している。
　最ऴୀۈ時ࠁも、令和元年౓は平ۉすると18時40分
になͬており、平成30年౓よりもかなり改ળされてい
る。
　S校長は、16時൒のۈ຿時間がऴΘるとಉ時に「お
ઌにࣦྱします」と言う教員に「おつかれさま」とস
で言い、19時͗り͗りまで残ͬている教員にはできإ
るͩけૣく࢓事をऴΘらͤてؼるようଅした。それま
では、ۈ຿時間がऴΘる16時൒にୀிするのはなΜと
なく後ろめたい気࣋ͪがあり、特に࢓事はແくても学
校に残ͬていることもあͬた。しかし、؅理職がۈ຿
時間ऴྃとともにୀிすることを教員にଅすことで

「ૣくؼりやすくなͬた」のは事実である。また、上
記のような取り組みをすることによͬて放課後の時間
も֬実に૿えた。S校長は、２時間൒あれ͹学ڃ事຿
等はऴΘるͩろうとߟえ、15時に下校さͤた後、会議
等を設けなけれ͹18時൒には༨༟を࣋ͬてୀۈできる
ͩろうとߟえていた。
　その݁果、教員ࣗ਎もૣくؼれる時はૣくؼろうと
いうҙࣝに次第に変Θͬて行き、全体的にୀி時間も
どΜどΜૣくなͬていͬた。そうすると、ࠓ౓は最後
まで残ͬている方がډ৺地がѱく、できるͩけૣくؼ
ろうとするงғ気が生まれてきた。
　次第に、ࠓまで҉いإをしてසൟに体ௐを่してい
た教員のإ৭がྑくなり、সإが૿えていͬた。時間
に༨༟ができたのか、཰ઌして電話に出るए年教員も
૿え、ͬࠔている教員にはࣗવとखをࠩし৳΂、学校
全体にॿけ合おうとする姿勢がݟられるようになͬて
いͬた。その݁果、教員がおޓいにসإで੠をֻけ合
う姿が学校全体に広がͬたのか、子どもୡも໌るく元
気に、そして༏しいงғ気になͬていͬた。ࢥΘ͵೾
及効果であͬた。
　以上、B小学校における働き方改革の実践を３つの
観点からड़΂たが、B小学校では、の΂96項目につい
て、削ݮॖ、ݮ、ワークγΣア、平४化、౷合化でճ
数ݮ、時୹をਤり、多๩ײやෛ୲ײのܰݮをਤͬた。

R２年౓には19時以߱も職員ࣨに残ͬている教員は数
名になͬていた。よくࠓまで20時、21時まで౰たり前
のように学校で࢓事をしていたものͩとࢥう。やれ͹
できることを実ײし、教員のҙࣝが変Θり、行動変容
がݟられたのである。
　市教ҕも「ཹ守番電話の実施」や「長ٳظ業日中の
ดி」と教員の働き方改革のために取り組Μでいる。
しかし、B小学校のように時間外ۈ຿が削ݮされた例
はগなく、まͩまͩ働き方改革がਐまない現ঢ়にある
ようである。
　B小学校で働き方改革がਐΜͩ理由をこのようにߟ
えている。S校長は、ୡ成したい改革の໌֬なビδϣ
ン（イϝーδ）をもͬていた。しかもそれがビδϣン

（イϝーδ）にとどまらなかͬた。学校ධՁ等をもと
に、そのビδϣン（イϝーδ）を次ʑと۩体化して
いͬた。また、۩体化していけるような教職員のチー
ムワークが取れていた。S校長は、ࠓでも「ࣗ分一人
ではୡ成できなかͬた。この取り組みはB小学校の教
員全員で成し਱͛たことである」と言ͬている。
PDCAサイクルを܁り返しながらB小学校の教職員全
体で働きやすいڥ؀になるように取り組Μでいた。
　B小学校が働き方改革を成し਱͛られた要因として

「༏लなリーμーのଘ在」と「学校全体のチームワー
クのྑさ」があͬたことは֬実である。ͩとすると、
この２点がないと働き方改革はਐまないのか。その学
校の実৘に頼ることなく、੍౓的に働き方改革をਐめ
ることはできないのか。その点についてߟえていく。

ᶙ　੍౓తվֵͷඞ要ੑ
　広田（１）はこうड़΂ている。「文科লはࠓ後の教員の
在り方として、h 一生学びଓける教員ʱという૾を提
ࣔしている。ʜこうした学びଓける教員であるために
は、Կがඞ要なのか。大きくࡾ点のՄೳੑを指ఠでき
る」（pp.31-32）として、「超過࿑働への対Ձを支෷う
こと」「教員定数を大෯に૿やすこと」「ࢥい੾ͬて教
員の業຿を削ݮすること」のࡾつをあ͛ている。そし
て、最後には「どういうಓをબͿにしても、たくさΜ
の༧ࢉがඞ要ͩ。現在ٻめられているのは、小खઌの
対Ԡではない。教員のળҙによるແ定ྔ残業に支えら
れた教育の࢓組みは、もうݶքにདྷている。」（p.32）
とకめくくͬている。
　「教職は੟職である」とよく言Θれる。ච者を含め
教員の多くは、ଛಘをߟえずͻたすら子どもୡのため
に働いてきた。それを「やりがい」ととらえることも
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できるが、「教員のળҙによるもの」とも言えるͩろ
う。しかし、行੓も「小खઌの対Ԡ」でऴΘͬている
Θけではない。「小खઌの対Ԡ」から࢝めてくれてい
るとච者はߟえている。「ཹ守番電話の実施」や「長
業日中のดி」にՃえて、「高学年の教科୲೚੍」ٳظ
や「部活動を外部に೚ͤる」ということも実現に向け
てૣٸにਐめられている。
　また、੪藤（２）は「څ特法のݟ直し」をૌえている。

「残業」を࿑働と認め、対Ձを支෷うことのඞ要ੑを
ड़΂ている。また、「࣋ͪίマ数や࢓事ྔにԠ͡て残
業をਃ੥できるようにすれ͹よい」とも書かれてい
る。一ݟଥ౰とࢥΘれるߟえͩが、「࣋ͪίマ数が多
けれ͹࢓事ྔが多い」とは一֓には言えない。例え
͹、「高学年の୲೚は中学年の୲೚にൺ΂て࣋ͪίマ
数がগない」場合がある。しかし、そこには、࢓事ྔ
が多い୲೚があえて࣋ͪίマ数をݮらすことによͬて
ۭき時間を૿やしている場合もある。また、୯純に

事ྔの多いগないを࢓、とあるが「事ྔにԠ͡て࢓」
Կを基४に൑அするかである。教಄としてۈめていた
際に、学校ධՁで「教員の࢓事ྔを平等にするため
に、一人ͻとりの校຿分ঠを表に表してۉ一にしてほ
しい」という੠が上がͬたことがある。そこで、表に
してみたのͩが、それで分かͬたことは「校຿分ঠの
数が多いʹ࢓事ྔが多い」ではないということであͬ
た。それͧれの分ঠには、୲౰した者にしかΘからな
いۤ࿑がある。୲౰したことがない者にはその分ঠの
大変さはΘからないし、その分ঠに׳れているかෆ׳
れかでもෛ୲を͡ײる程౓は変Θͬてくる。݁ہ、そ
の教員のೳྗや経験知で࢓事にかかる時間は変Θͬて
くる。Ոఉの事৘で、஗くまで学校に残れないため
に、効཰よく࢓事をࡁましてؼ୐している教員は残業
できず、༨༟を࣋ͬて取り組む時間のある教員が残業
をਃ੥し、残業ख౰をもらうのでྑいのかということ
である。残業している教員よりも、実は残業していな
い教員の方が学校のためにਚྗしているのにその人に
はख౰がつかない、という事ଶにならないかというݒ
念がある。੪藤（２）は「超過ۈ຿の࢓事ྔにݟ合ͬた
༧ࢉが付け͹、残業代を෷う代Θりに人を૿やすとい
うબ୒ࢶも生まれる。Ծにその༧ࢉが付けられないの
であれ͹、؅理ଆはඞࢸで業຿をݮらさなくてはなら
なくなる」とある。「残業代を෷う代Θりに人を૿や
す」という案に大ࢍ成ͩが、؆୯には実現しないͩろ
う。したがͬて、現時点では「؅理職がඞࢸに業຿を
。えているߟらす」こと以外に方法はないとච者はݮ

　S校長が、なͥ、ここまで働き方改革をਐめたの
か。それは、多๩化による教員の৺਎のർ࿑をܰݮし
たかͬたからである。B小学校の教員は、子どもୡの
ためにຖ日໷஗くまでࣗ分の時間をඅやしていた。গ
しでも子どもたͪがษڧが分かりやすくなるように授
業४උをしたり、過ごしやすいڥ؀になるように教ࣨ
掲ࣔをしたり、保ޢ者からの૬ஊの電話対Ԡをしたり
と内容は༷ʑͩが、本౰に「教員」という࢓事に੣実
に向き合い、ۈ຿時間が過͗ていることなど構Θず࢓
事をしていた。S校長は「こΜな働き方をしていたら
体をյす」と常に৺഑していた。ච者も教಄になる前
はS校長のҙਤが分からず「なͥあそこまでૣくؼれ
というのか」とͬࢥていたが、教಄という校長をิࠤ
するཱ場になͬてॳめて、S校長がࣗ分の学校の教員
を৺഑し、守ろうとしているのͩと理解できた。S校
長とڞに働き方改革をਐめるうͪに、教員も「ࣗ分た
ͪのためにૣくؼるように言ͬてくれているし、業຿
改ળもしてくれている」とߟえるようになͬていた。
しかし、このようにうまくいく例͹かりではないた
め、੍౓的にԿらかの方ࡦを取ͬていかなけれ͹ਐΜ
でいかないのであろう。
　西村（３）によると、フィンランドでは、「教員の大൒
は࣏ࣗ体ཱの学校にۈ຿しており地方公຿員の਎分で
ある。採用は、֤学校୯Ґであり、その方法は学校の
ݶになͬている。学校౷ഇ合や本人の希望がないྔࡋ
り定年まで採用された学校で働く」とある。ٳՋも長
く、１学ڃの生ె数も平18.1ۉ人とかなりগないとい
う。また、「フィンランドは、h 会の平等と公正な教ػ
育ʱの原則に基づき、਎体的・ਫ਼ਆ的ো֐をは͡めҩ
療的ケアがඞ要な者、発ୡো֐をもつ者、ෆ安定なՈ
ఉڥ؀下にある者、さらにۙ年૿Ճ܏向にあるҠ民を
含むす΂ての子ども一人ͻとりにあͬたきめࡉやかな
教育がపఈされている。そのために、学校において多
༷なઐ門職が子どもの育ͪにॏ要な໾ׂを果たしてい
る。教員が授業を中৺とした教育活動に多くの࿑働時
間を܏注できるのは、こうした体੍が੔උされている
点も大きい」とある。しかし、そのഎܠには「TALIS

（2018）ௐ査によれ͹生ెの問題行動の発生཰に関す
るいくつかの項目でフィンランドの学校は、日本の学
校よりもかなり高い（い͡め問題にいたͬては29ϙイ
ントのࠩ）」とある。このTALISௐ査をもとに西村が
作成した表をݟると、「ༀ෺の࢖用・所࣋やҿञ」「ث
෺ଛյ・઄౪」「教員へのڴ迫または๫言」について
も日本にൺ΂て໿４ϙイントも高い。これをどうとら
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えるかである。もう１つ྆国のҧいが表れた項目とし
て「教員になる際にॏ要と͡ײた動ػ」について、「ܧ
ଓ的なキϟリアアップのػ会がಘられる」「ࢲ生活で
の੹೚を果たすことを๦͛ないۈ຿スケδϡールであ
る」の２つの項目で、日本はおよそ５ׂにとどまるの
に対して、フィンランドはおよそ７ׂͩという。西村
は、最後のకめくくりとして「フィンランドでは、ࣗ
分のઐ門ੑをܧଓ的に高めていけたり、ࢲ生活を٘ਜ਼
にしない働き方ができたりする職業として教員が広く
認知されていることをҙຯする。h ときに多๩で過ࠅ
な働き方をڧいられるが、それでも教員と言う࢓事に
はやりがいがあるʱといͬた日本の教員に対する職業
観をస׵する時ظにདྷている」とड़΂ている。
　֬かに「ࢲ生活を٘ਜ਼にしない働き方」をする΂き
ͩが、「ときに多๩で過ࠅな働き方をڧいられるが、
それでも教員と言う࢓事にはやりがいがある」という
ுͬてきたからこそ、日本では問題行動がগؤいでࢥ
ないのͩろう。ずͬと現場で働いていたච者からすれ
͹「日本とのҧいは、ੈքでは大変な問題がىこͬて
も、その問題の所在や੹೚は教員にはないというߟえ
なのかもしれない」と͡ײている。ͩからこそ「ࢲ生
活を٘ਜ਼にしない働き方」ができるのではないͩろう
か。日本の教員が、ࣗ分の体を٘ਜ਼にし、子どもୡの
ことを親਎になͬてߟえて働いてきたからこそ、日本
はམͪணいているのではないͩろうか。ͩとしたら、
安қに「ࢲ生活を٘ਜ਼にしない働き方」をしてしまͬ
てもよいものかどうかٙ問である。

ᶚ　ޙࠓͷ՝୊
ڧな働き方をࠅまで行ͬてきた「ときに多๩で過ࠓ　
いられるが、それでも教員という࢓事にはやりがいが
ある」働き方を大੾にしながら「ࢲ生活を٘ਜ਼にしな
い働き方」ができないか。
　「働き方改革」は教員のためͩけにとどまらない。
学校は児童・生ెがओ໾であり、զʑ教員は児童生ె
の健やかな成長をͬئて日ʑ教育にܞΘͬている。
　「働き方改革」がਐΜͩ݁果、教員がૣくؼること
により健全な体ௐが保たれる。すると、ਫ਼ਆ面も安定
し、子どもୡとԺやかな気࣋ͪで向き合えるようにな
る。そうすれ͹、子どもୡもԺやかな気࣋ͪで過ごͤ
る場面が૿え、সإも૿えてくるͩろう。子どもୡの
ຬ଍౓が高まれ͹、保ޢ者のຬ଍౓も高まる。݁果、
問題行動の対ԠやクϨームがݮり、ૣくؼ୐できるよ
うになる、といͬたྑいスパイラルが生まれてくる。

　B小学校では、S校長からその理念を受けܧいͩT
校長がさらに働き方改革をਐめており、その後も教員
や子どもୡ、保ޢ者、地域の方のຬ଍౓は高いようͩ。
　働き方改革がਐむかどうかは、੍౓の改ળͩけが方
法ではない。もͪろΜ、文部科学লが੹೚を࣋ͬて働
き方改革をਐめるとڞに、教員のブラックなイϝーδ
を෷১できるような੍౓を作る΂きである。しかし、
その੍౓が੔うのをたͩ଴ͬているͩけではなく、教
員ࣗ਎にもできることはある。
　その教員ࣗ਎ができる取り組みの一つとして課題に
なるのが「࢓事の効཰化」である。例え͹、子どもୡ
に഑෍するखྨࢴや大ྔのお知らͤが学校にಧく。学
校によͬては、ٕࢣさΜや事຿の方がクラスごとに子
どもୡの人数を数えて学ڃの୨に入れてくれるのͩ
が、2017年౓のB小学校では大ྔのखྨࢴが職員ࣨの
ロッカーの上にஔかれていて、学年ஂごとに教員が数
えて取ͬていくγステムになͬていた。フリーの教員
がஂ付きにډれ͹いいが、ච者のஂにはډなかͬたた
め、ࣗ分たͪ୲೚が数えて取るඞ要があͬた。ある
日、体育をઐ門教科としていたච者は、運動会࿅習の
ためே７時൒から運動場でラインҾきをし、８時10分
にはேの会が࢝まるため߄てて職員ࣨに戻ると、ロッ
カーの上に大ྔの഑෍෺があり、しかも、その഑෍෺
を取ͬていないのはࣗ分の学年ஂͩけͩͬた。学年ओ
೚ͩͬたච者は、ேの会に஗れるのをঝ知で഑෍෺を
３クラス分数えて取ることにした。ேから਎も৺もർ
れていた。これは教員の࢓事なのͩろうか、子どもୡ
と過ごす時間を削ͬてまでやることͩろうか、とߟえ
ていた。すると、গ人数୲౰の教員が「ઌ生、教ࣨに
行ͬてくͩさい。ࢲ、ேの会がないのでखࢴを取ͬて
教ࣨにಧけますよ」とসإで言ͬてくれた。その教員
の一言でච者は元気を取り戻し、子どもୡの଴つ学ڃ
に向かうことができた。ཌ年、教಄になͬたච者は、
この「഑෍෺を分ける」という作業をࣗ分の࢓事にし
た。教員には大変ありがたがられた。しかし、教಄と
しての࢓事に向き合う時間はୣΘれた。それをͬٹて
くれたのが、「SSS」であͬた。
　ච者がۈ຿したB小学校ではすでに改ળされたが、

「効཰化」がٻめられる事຿ॲ理はまͩまͩたくさΜ
ある。「集ۚାのճऩ」「夏ٳみの޻作キットの業者と
の஥介」等、Կでもないようにݟえるこのような事຿
ॲ理が教員の多๩ײの一因になͬていることは間ҧい
ない。これらをݟ直すͩけでも、特に学ڃ୲೚をして
いる教員のෛ୲はݮる。
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　Ճえて、学習指導案や成੷ॲ理、校຿文書の提案文
書等、ݟる者によͬてそのྑしѱしが変Θるものに対
してかける「時間」も課題の１つである。教員が提出
した文書をԿ౓も܁り返し書き直しをٻめる؅理職が
いる。例え͹、学習指導案であれ͹、ݸ人が作成した
ものを学年ஂや教科ओ೚とڞに࿅り、現教ओ೚も֬認
したものを؅理職に提出しているはずなのに、؅理職
から書き直しをٻめられる場合がある。それが、誤字
୤字等の校正であれ͹よいのͩが、ࠜ本的な部分での
書き直しをٻめられる場合がある。ච者も、एいころ
それで大変ۤ࿑した。౰時は、パιίンではなくख書
きである。ফして書き直しͩ。࠶౓࿅り直して؅理職
に提出する。教಄に直され、校長に直され、その݁
果、ࣗ分がやりたかͬたことはԿͩͬたのか分からな
くなる。こうしたことが、経験10年目くらいにはよく
こͬた。中には「ҙຯがྑくΘからない」とͩけى
言ͬて返す؅理職がいる。Կがѱいのか、どこをどう
直ͤ͹よいのかΘからない。Կとか直して出しても、

「それではͩめͩ」と言Θれる。このようなやり取り
をۤにして学校をͬڈていͬた教員もいた。
　このように、「効཰化」や「時間のかけ方」といͬ
た点で、教員という࢓事を効཰化し、できるͩけ時間
をかけずにਐめようとすることに後ろめたい気࣋ͪを
て͡ײる部分がզʑ教員にはあるのではないかと͡ײ
いる。「教ࢣは੟職であり、子どもたͪのためには࿑
ྗを੯しまず時間をかけて働く΂き」といͬたੲから
のݻ定֓念が働き方改革をअຐしているようにࢥえて
ならない。ए年教員がۤ೰する要因には「഑෍෺を数
える」とか「学習指導案の書き直し」といͬた「小さ
なストϨス」のॏなりもあるとච者はߟえている。教
員には、子どもୡとਂく関Θることをتびとして教職
にबいた者も多い。ָしい授業をしたいし、子どもୡ
にྗが付くことをظ଴して作るワークγートは時間を
かけてでも作りたいし、掲ࣔ෺も޻෉して子どもୡが
Ϳような教ࣨにしたい。そのため、子どもୡのためت
に࢖える時間がཉしいのͩ。しかし、前ड़したよう
に、現時点での日本の教育現場では、子どもୡと関Θ
る以外の࢓事も๲大にある。教員の最大の໾目は、子
どもୡとڞに学び成長することであり、子どもୡのস
でなけれ͹ならなإのためには、ࣗ分たͪ教員もসإ
い。そのため、教員はࣗらライフ・ワークバランスを
੔え、৺も体も健߁であるඞ要がある。それを؅理職
がઌ導し、学校全体で取り組Μでいくことがඞ要であ
る。さらに、業຿改ળにもݶքがあるのでߋなる国の

ൈ本的੍౓改正をظ଴するところである。例え͹、
「定時出ۈ・定時ୀۈ」を基本とし、ຖ日15時に子ど
もが下校できる学習指導要領に変ߋし、２時間の授業
時間や授業研究にઐ念できるような指導体੍を構築で
きるような提言を੝りࠐΜでほしい。
　そして、ࢲたͪ教員は国の対ࡦを଴つͩけでなく、
日ʑ子どもたͪと向き合いながら࢓事をਐめている਎
として、ࣗ分たͪのઌഐ教員が਎をคにして行ͬてき
てくれた実੷は大੾にしつつ、これからの学校の໌る
いະདྷ、子どもୡの健やかな成長のために「働き方改
革」をਐめていかなけれ͹ならない。
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験の実施ঢ়況　第１表

஫٭
注１：「学びの支援ୂ」
　　　学校教育ྗ向上支援事業（さ͵き学びの支援ୂ）は、ୀ

職教職員をొ録し、学校からの要੥にԠ͡て೿ݣするこ
とにより、ݝ内公ཱ小中学校の教職員の資࣭・ೳྗの向
上等に資することを目的とした事業

（香川ݝ教育センターϗームペーδより）
注２：スクール・サϙート・スタッフ（SSS）
　　　学校にஔかれるઐ門スタッフ
　　　業຿内容としては、教員のෛ୲ܰݮをਤるための教員の

業຿支援を実施
　　　（文部科学ল「学校教育法施行規則の一部を改正するল

令の施行について（通知）」より）
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